
科目名 時間 単位

担当教員 ２年次 前期 30時間 ２単位

科目設定理由

学習目標

回　数 備　考

1 講義

2 講義

3～4 講義

講義

講義

講義

8～10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15

使用テキスト

参考図書・資料等

評価方法

地域医療提供体制の
整備

１　新潟地域医療学講座　地域医療部門について
２　取り組み内容
　(1) 魚沼等の地域医療の現場に根ざした地域医療提
　　　供体制整備
　(2) 専門医の認定・更新を可能とする体制整備
　(3) その他

１　魚沼圏域の医療提供体制
　(1) 魚沼基幹病院の整備と医療再編
　(2) 魚沼圏域における地域包括ケア

１　地域医療における人材育成・確保対策の現状と課題
　(1) 魚沼圏域の看護職員の育成及び確保について

魚沼圏域における医
療・看護の状況

１　新潟県における医療の状況
　(1) 医療圏、病床数、医療機能
　(2) 医師・看護職員の状況

項　目 内　容

１　医療計画・地域医療構想
２　地域包括ケア

総論

新潟県における医療・
看護の状況

授　　業　　計　　画

地域の人々を支える医療 時期

非常勤講師

今日の高齢化の進展に伴う要介護者の増加や、生活習慣病の増加、疾病の多様化・複雑化等、地域住民を取
り巻く健康問題の解決に地域医療の果たす役割は大きい。地域医療は病院等の医療機関での疾患の治療や看
護にとどまらない概念であり、医師や医療従事者の活動と同等に、行政や住民組織と「協力して進めていく
ことが特徴である。
そこで、地域医療の概念や現状、地域医療提供体制の概要、在宅における終末期医療、住民自身と家族・地
域が健康づくりを目指す活動や専門職連携協働のための教育活動、地域包括ケアシステム構築の重要性を学
ぶことで地域の人々を支える看護の実践に活かすことを目的に当該科目を設定した。

１　新潟県における医療・看護の状況を理解する
２　地域の医療提供体制と地域医療構想を踏まえた病院の役割等を理解する
３　地域医療提供体制構築のための取組を理解する
４　在宅における終末期医療の実際を理解する
５　地域住民と医療関係者等が取り組む健康づくりを理解する

5～7

終講試験

筆記試験、レポート等から総合的に評価する

１　地域課題解決のための専門研修
２　地域包括ケアチームのちから（IPW）

１　地域医療構想を踏まえた十日町病院の役割
　(1) 医療提供体制

在宅における終末期
医療

１　在宅における終末期医療
　(1) 現状と課題
２　在宅における終末期医療の実際

１　魚沼の地域医療再編（持続可能な医療システムとは）
２　地域医療構想の考え方「病院完結から地域完結へ」
３　再編成理念「選択と集中・機能分担と連携」

１　住民参加型地域医療（住民こそ医療資源である」
２　アウトリーチ型ヘルスプロモーション
３　疾病管理（慢性疾患の重症化予防）

１　地域医療教育・研修（現場こそ地域医療教育フィールドである）
２　現場で学ぶ多職種連携教育（IPE）

地域医療魚沼学校


